
一
〇
一
教
室
で
、
法
然
院
住
職

の
梶
田
真
章
氏
に
よ
る
講
演
会

「
仏
教
者
か
ら
見
た
現
代
」
を

開
催
し
た
。

商

学

部

�
講
演
会

六
月
二
十
一
日（
水
）
午
前
九

時
か
ら
第
２
学
舎
Ａ
五
〇
一
教

室
で
、
本
学
交
換
研
究
者
の
邵

曉
光
氏
（
遼
寧
大
学
哲
学
系
教

授
）に
よ
る
講
演
会
「
現
代
中
国

の
消
費
者
需
要
」を
開
催
し
た
。

竹
本
正
幸
氏
（
た
け
も
と
・

ま
さ
ゆ
き
�
法
学
部
教
授
）
平

成
十
二
年
六
月
十
四
日
午
後
九

時
三
十
五
分
肝
細
胞
ガ
ン
の
た

め
死
去
、
六
十
八
歳
。

昭
和
三
十
年
京
都
大
学
大
学

院
修
了
。
京
都
府
立
西
京
大
学

（
後
の
京
都
府
立
大
学
）
を
経

て
四
十
五
年
本
学
教
授
。
法
学

部
長
、
大
学
院
法
学
研
究
科

長
、
入
学
試
験
部
長
等
を
歴
任

し
た
。
専
攻
は
国
際
法
。

加
藤
美
雄
氏
（
か
と
う
・
と

み
お
�
元
文
学
部
教
授
）
平
成

十
二
年
六
月
十
六
日
午
前
五
時

五
十
二
分
心
不
全
の
た
め
死

去
、
八
十
四
歳
。

昭
和
十
三
年
京
都
大
学
文
学

部
卒
業
。
同
志
社
大
学
予
科
、

大
阪
市
立
大
学
を
経
て
四
十
九

年
本
学
教
授
。
六
十
一
年
定
年

退
職
。
専
攻
は
フ
ラ
ン
ス
文

学
。
文
学
博
士
。

法

学

部

�
学
術
講
演
会

七
月
七
日
（
金
）
午
後
二
時

四
十
分
か
ら
第
１
学
舎
Ｂ
一
〇

二
教
室
で
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
ス

ク
ー
ル
・
オ
ヴ
・
ロ
ー
の
ラ
ン

デ
ィ
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
教
授
に
よ

る
講
演
会
を
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
刑
罰
か
ら
損
害

賠
償
へ
―
刑
事
司
法
の
新
た
な

パ
ラ
ダ
イ
ム
に
向
け
て
」
で
あ

っ
た
。文

学

部

�
特
別
講
演
会
―
２１
世
紀
と
文

学
部六

月
二
十
九
日
（
木
）
午
前

十
時
四
十
分
か
ら
第
１
学
舎
Ｂ
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今
年
で
七
回
目
を
迎
え
た

「
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
」

が
、
五
月
二
十
八
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
、
昨
年
を
上
回

る
約
二
千
五
百
人
の
地
域
の

方
々
、
学
生
等
の
参
加
者
で

賑
わ
っ
た
。

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま

れ
、
午
前
七
時
ご
ろ
か
ら
総

合
情
報
学
部
実
行
委
員
会
及

び
ゼ
ミ
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
に

よ
っ
て
模
擬
店
、
ス
テ
ー
ジ

等
の
準
備
を
開
始
し
た
。

ス
タ
ー
ト
の
十
時
に
な
る

こ
ろ
に
は
、
地
域
の
方
々
が

続
々
と
会
場
に
つ
め
か
け
、

管
理
研
究
棟
前
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
広
場
の
模
擬
店
（
十
四
店

舗
）
で
は
、
あ
っ
と
い
う
間

に
家
族
連
れ
や
高
校
生
ら
で

賑
わ
い
は
じ
め
、
学
生
た
ち

の
呼
び
込
み
も
熱
気
に
溢
れ

だ
し
て
い
た
。
模
擬
店
に
よ

っ
て
は
、
早
々
と
商
品
が
売

り
切
れ
、
模
擬
店
終
了
の
十

五
時
に
は
す
べ
て
の
店
で
完

売
状
態
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
学
舎
内
で
は
次
の

三
つ
の
催
し
が
行
わ
れ
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験

コ
ー
ナ
ー
」
が
堀
井
康
史
先

生
の
指
導
の
も
と
、
午
前
と

午
後
の
二
回
実
施
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
幅
広
い
年
齢
層
の

方
々
が
参
加
さ

れ
、昨
今
の
情
報

化
社
会
の
進
展
が
実
感
で
き

る
も
の
と
な
っ
た
。

Ｃ
棟
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
佐

野
匡
男
先
生
の
指
導
に
よ
る

「
ス
タ
ジ
オ
体
験
コ
ー
ナ

ー
」が
行
わ
れ
、高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
が
誇
る
ス
タ
ジ
オ
機
器

を
使
用
し
て
実
施
さ
れ
た
。

当
日
は
カ
メ
ラ
マ
ン
や
調
整

室
で
の
ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る

方
々
が
多
く
、
大
変
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
た
（
�
写
真
）。

「
ミ
ニ
公
開
講
座
」
は
、

福
家
秀
紀
先
生
が
「
本
格
化

す
る
電
子
商
取
引
―
現
状
と

課
題
―
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ

れ
た
。
例
年
、
講
演
を
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
る
方
々
も
多

く
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
ら
れ

る
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
。

一
方
、
第
１
・
２
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
は
、
小
学
生
に
よ
る

サ
ッ
カ
ー
大
会
、
地
域
の

方
々
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
、
約
五
百
五
十
人

の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
随
所

で
好
プ
レ
ー
・
珍
プ
レ
ー
が

み
ら
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
一
日
プ
レ
ー
を
満
喫
し

て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
第
３
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
は
、
関
大
一
高
硬
式
野
球

部
に
協
力
い
た
だ
き
、
今
年

も
阿
武
野
高
校
、
大
冠
高
校

と
の
親
善
試
合
で
交
流
を
図

っ
て
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ

も
お
忙
し
い
中
、
日
程
調
整

及
び
運
営
に
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
各
位
に
感
謝
と
お

礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。

そ
の
他
、
入
試
相
談
コ
ー

ナ
ー
や
二
か
所
に
設
置
さ
れ

た
ス
テ
ー
ジ
で
、
総
合
情
報

学
部
実
行
委
員
会
及
び
サ
ー

ク
ル
等
に
よ
る
様
々
な
企
画

が
行
わ
れ
、
無
事
行
事
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
年
々

参
加
者
も
増
え
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
地
域
の

方
々
と
大
学
な
ら
び
に
学
生

と
の
交
流
も
深
ま
り
つ
つ
あ

る
。今
回
の
実
施
に
あ
た
り
、

総
合
情
報
学
部
実
行
委
員
会

及
び
サ
ー
ク
ル
の
努
力
を
評

価
す
る
と
と
も
に
、「
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
祭
」
を
よ
り
充
実

し
た
行
事
に
育
て
た
い
。

山田専任講師

則武教授

大盛況「キャンパス祭」

２５００人が熱気

法
学
研
究
所
等
施
設
（
仮

称
）
の
起
工
式
が
六
月
八
日

（
木
）
午
前
十
一
時
か
ら
挙
行

さ
れ
、
大
西
昭
男
理
事
長
、
石

川
啓
学
長
を
は
じ
め
、
大
学
及

び
工
事
関
係
者
の
ほ
か
来
賓
を

含
め
九
十
六
人
が
出
席
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
鉄
骨
造
り
一

部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地

下
一
階
地
上
四
階
建
て
、
約
三

〇
〇
〇
�
の
建
物
で
、
法
学
研

究
所
関
係
の
研
究
室
が
主
で
あ

る
が
、
昨
年
度
の
文
部
省
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
拠
点

と
し
て
認
定
さ
れ
た
施
設
も
設

置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

竣
工
は
平
成
十
三
年
三
月
の

予
定
。

松
田
好
�
教
授
に

腐
食
防
食
協
会
功
績
賞

平
成
十
二
年
六
月
一
日
、
横

浜
国
立
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た

腐
食
防
食
協
会
の
年
次
大
会「
材

料
と
環
境
二
〇
〇
〇
」
の
会
場

に
お
い
て
、
本
学
工
学
部
応
用

化
学
科
松
田
好
�
教
授
が
腐
食

防
食
協
会
功
績
賞
を
受
賞
さ
れ

た
。
同
教
授
の
協
会
運
営
、
な

ら
び
に
同
協
会
誌
『
材
料
と
環

境
』（
旧
名
『
防
食
技
術
』）
誌

で
の
発
表
論
文
な
ど
に
対
す
る

永
年
の
多
大
な
貢
献
が
評
価
さ

れ
た
。

則
武
通
彦
教
授
、
山
田
忠
史
専
任
講
師
に

土
木
学
会
論
文
賞

平
成
十
二
年
五
月
二
十
六
日

に
開
催
さ
れ
た
土
木
学
会
第
八

六
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
則

武
通
彦
教
授
・
山
田
忠
史
専
任

講
師
（
工
学
部
土
木
工
学
科
）・

谷
口
栄
一
助
教
授
（
京
都
大

学
）
の
連
名
に
よ
る
「
交
通
混

雑
・
環
境
を
考
慮
し
た
都
市
内

物
流
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
に
関

す
る
研
究
」
が
、
土
木
学
会
論

文
賞
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

そ
の
研
究
業
績
は
、
交
通
計

画
分
野
に
新
機
軸
を
打
ち
出

し
、
同
分
野
に
お
け
る
学
術
研

究
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
実
用
的
価
値
に
も

優
れ
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
、

受
賞
に
結
び
つ
い
た
。

●
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
大
学
マ
イ
ヤ

ー
ズ
学
長
か
ら
石
川
学
長
へ
の

書
簡石

川
学
長
へ
の
書
簡
に
よ
れ

ば
、
本
学
の
協
定
校
で
あ
る
ウ

ェ
ブ
ス
タ
ー
大
学
の
学
長
は
、

日
蘭
交
流
四
百
周
年
記
念
行
事

で
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
中
の
天
皇

皇
后
両
陛
下
に
拝
謁
し
た
。

そ
の
折
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
学
長

は
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
大
学
が
関

西
大
学
と
の
デ
ュ
ア
ル
デ
ィ
グ

リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
定
の
締

結
を
強
く
望
ん
で
い
る
と
、
両

陛
下
に
話
を
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

●
大
阪
府
内
大
学
学
長
会
産
学

連
携
部
会
の
構
想
が
着
々
と
進

行
大
阪
府
内
大
学
学
長
会
産
学

連
携
部
会
（
部
会
長
関
西
大
学

石
川
啓
学
長
）
の
大
阪
Ｔ
Ｌ
Ｏ

設
置
小
委
員
会
が
六
月
二
十
六

日
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
小

委
員
会
は
二
十
八
日
に
、
い
ず

れ
も
関
西
大
学
百
周
年
記
念
会

館
で
開
催
さ
れ
、
活
発
な
意
見

の
交
換
が
行
わ
れ
た
。

●
関
西
大
学
重
点
領
域
研
究
助

成
に
よ
る
研
究
を
公
募

標
記
助
成
が
次
の
研
究
領
域

で
公
募
さ
れ
て
い
る
。

研
究
領
域
は
、
	
Ｉ
Ｔ
革
命

と
社
会
・
経
済
・
文
化
の
変
容



マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
�
大
学
教

育
の
あ
り
方
�
資
源
・
環
境
問

題
へ
の
多
角
的
考
察


人
に
優

し
い
技
術
�
現
代
社
会
に
お
け

る
倫
理
観
・
価
値
観
の
変
化
�

ボ
ー
ダ
レ
ス
社
会
と
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
�
欧
・
米
・
東

ア
ジ
ア
三
極
構
造
下
で
の
関
西

の
地
域
研
究
で
、
研
究
機
関
は

一
年
、
助
成
額
は
六
百
万
円
以

下
で
あ
る
。

●
関
西
大
学
学
術
研
究
助
成
基

金
に
よ
る
研
究
を
公
募

標
記
助
成
が
次
の
要
領
で
公

募
さ
れ
て
い
る
。

	
奨
励
研
究

十
六
件
（
一

件
に
つ
き
五
十
万
円
以
下
、
研

究
期
間
一
年
以
内
）


共
同
研

究

五
件
（
一
件
に
つ
き
二
百

万
円
以
下
、
研
究
期
間
二
年
以

内
）。
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問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
３

６
８
―
１
５
０
）。

後
期
講
座
一
覧

英
語
講
座

中
国
語
講
座

情
報
処
理
講
座

司
法
試
験
答
案
練
習
講
座

社
会
保
険
労
務
士
講
座

公
認
会
計
士
入
門
講
座

公
務
員
受
験
対
策
講
座

就
職
試
験
対
策
講
座

マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講
座
（
実

践
期
〜
直
前
集
中
期
）

（
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
）

な
お
、
既
に
基
礎
期
を
開
講

し
て
い
る
「
マ
ス
コ
ミ
試
験
対

策
講
座
」
で
は
、
十
月
に
始
ま

る
『
実
践
期
〜
直
前
集
中
期
』

の
申
し
込
み
を
新
た
に
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
受
講
料
等
は
お

現
在
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
後

期
開
講
講
座
の
受
講
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
の
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
分

室
（
十
七
時
〜
十
九
時
）、
ま
た

は
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
の
リ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
十
三
時
〜

二
十
時
）
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
（
い
ず
れ
も
日
祝
及
び
夏
季

休
業
中
の
土
曜
日
を
除
く
）。

各
講
座
・
コ
ー
ス
と
も
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

松田教授

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

後
期
講
座

申
し
込
み
受
付
中

今年度のオープンキャンパスの日程が決定しまし
た。今年も７月３１日（月）、８月１日（火）のサマーキ
ャンパスを皮切りに、それぞれの時期に応じたイベン
トをたくさん用意して受験生のみなさんをお待ちして
おります。是非ご参加ください。 （入学試験部）

イベント名・日時・場所 主な内容

SUMMER CAMPUS
―千里山キャンパス大公開―
７／３１（月）・８／１（火）
１０：００～１６：００千里山キャンパス

学部別相談コーナー、関大生との面談コーナ
ー、「英語」と「国語」の入試講演会、入試概要
説明、アドミッション・オフィス入試個別相談
コーナー、各種施設見学など

総合情報学部セミナー
―高槻キャンパスの相談・見学会―
８／４（金）１１：００～１６：００
高槻キャンパス

総合情報学部個別相談コーナー、関大生との面
談コーナー、入試説明会、ミニ講義、アドミッ
ション・オフィス入試個別相談コーナー、キャ
ンパス・ミニツアーなど

TRY�CAMPUS
―夏休み入試問題体験＆解説―
８／２５（金）１１：００～１６：００
千里山キャンパス

過去問題を使った入試問題体験、アドミッショ
ン・オフィス入試相談コーナー、入試問題の解
説・受験勉強のアドバイス、入試担当者の個別
相談コーナー、関大生との面談コーナーなど

TRY�CAMPUS
―聞いて� 見て� 感じて�
学科・専攻の違い―
９／３０（土）１３：００～１６：３０
千里山キャンパス

関大生との面談コーナー、学部・学科専攻別の
相談コーナー、入試概要説明、総合図書館見
学、アドミッション・オフィス入試個別相談コ
ーナーなど

社会人のための入試説明会
９／３０（土）１４：００～１８：００
千里山キャンパス

社会人入試、編・転入試、大学院入試概要説
明、入試担当者の個別相談、総合図書館見学な
ど

フレッシュキャンパス
―高校１・２年生対象―
H１３．３／２６（月）１３：００～１６：３０
千里山キャンパス

学部別相談コーナー、関大生との面談コーナ
ー、キャンパスミニツアー、入試説明会、総合
図書館見学など
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法学研究所等施設（仮称）の建築工事起工式

平成１２年（２０００年）７月１０日第 ２８３ 号 （２）
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